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１．はじめに



































































（幅 60㎝×奥行 15㎝×高さ 7.5㎝）の木箱を作成しこの中
にピシッと納まるものをデザインすることから作業を始め
まだ見ぬ 君への 贈りもの 
−遊びの道具をつくる−
Presents to you whom I do not see 




１詳しくは長岡造形大学研究紀要第 10 号・2012 年版の P93 ～ 98 に掲載
２詳しくは長岡造形大学研究紀要第 10 号・2012 年版の P86 ～ 92 に掲載































No6  ：「1+ √ 5/2」　（樫箱）
No7  ：「2 × cos36°」（樫箱）
































































































































写真 17　2 × cos36°の箱　主要パーツ楓
　２× cos36°＝ 1.618 である。１：1.618 は、黄金比であ
る。18°、36°、72°は何故か不思議な角度なのである。頂













写真 18　2 × cos36°による五角形


















































































































年 12 月　P11 参照














　第二弾は、平成 25 年 10 月 12 日㈯～ 13 日㈰の第 20 回
長岡造形大学大学祭にて第 3 アトリエでコレカラの教員作
















































158　まだ見ぬ 君への 贈りもの ―遊びの道具をつくる―
①遊ぶ意欲
　「まだ見ぬ君への贈りもの」（遊ぶ道具）に興味を持つ子
供と持たない子供に分かれる。
　何か面白そう、楽しそうと興味を示し、好奇心いっぱい
に遊ぶことを期待しているのだが、どうしたら楽しいか、
楽しめるかを子供なりに考えた結果、飛びつく子もいれば、
無視する子も様々なのである。遊ぶ意欲をもった子供にす
るにはどうしたらよいのか。より多くの時間があったら、
遊び方は無限に展開するようにしたいのである。興味の無
い子については、何がその子を引きつけるのか、どうした
ら意欲が湧いてくるのか考えなくてはならない。
②観察眼
　箱の中に大切そうにしまってある木片を見た時、子供は
何を思うのか。大きさ、色、形に意味を発見したり、触っ
てみたくなったりと年齢や成長により反応は違う。次々と
目に飛び込んだ木片を順番に手で掴み、また手放してまた
掴むということを繰り返す動作もあれば、木片をじっと見
つめて考えている子供もいる。
　赤ん防から小学生まで手の大きさも力も違うので掴みや
すい木片から掴みにくいものまで工夫しながら手に取って
いた。また、赤ん防を対象とした Papas&Mamas は無塗
装のため桧の匂いがする。赤ん防にとっては初めて嗅ぐ匂
いなのでびっくりしていた。大人にとって良い匂いでも赤
ん防にとっては抵抗があるようだ。
　動作や手触り、色や叩いた音など五感で考え、次の行動
へ繋げている。「まだ見ぬ君への贈りもの」の 14 箱は別々
の内容になっている。どれで遊ぶか判断することも、自分
の苦手なこと、得意なこと、楽しいこと、完成させたいこ
とそれぞれの子どもに相違がある。
③想像
　「ガリレオ」のように鉄球の動きを想像して木片の組み
立てるもの、「ジャーニー」のように汽車の行く先を想像
しながら走らせるもの「弁慶とゴル」や「くものミラーラ」
のようにお話を組み立てるものなど「まだ見ぬ君への贈り
もの」は箱ごとにテーマがある。一箱には木片の種類が多
くあり子供たちにしかイメージできない想像の世界を、作
りながらなりたい未来、叶えたい姿へ広げて行く。
写真 38　木片を掴んでいる
７．展示した結果
　作者の意図する遊び方を繰り返し何度も行う子供や意図
した遊び以外の組み合わせ方を行う子供など、可能な限り
時間を使って夢中になった子供たちが多かった。真剣な顔、
楽しい顔、難しい顔など様々な反応を見せてくれた。
　反省としては、遊び方による不具合や更なる組立て方の
自由度について改善部分も発見できた。今後、種類を展開
させていきたいと考えているが、その方向性について参考
になった。子供の夢中になる要素を増やし、組立て方を理
解する速度や組立て方の自由度が無限に感じてもらえるよ
うなものにしたいと考えている。
　今回、展示した「まだ見ぬ君への贈りもの」を一時でも
触れたことで子供たちの刺激になり、魂が少しでも磨かれ
ているのではないかと期待している。現代の子供も反応す
るような遊び道具は未来の子供たちにも繋がっているはず
である。どうしたらいいか、工夫する面白さを発見し、繰
り返し遊びながら感動や達成感と想像力を増す。何世代も
あとの「まだ見ぬ君への贈りもの」になることを目指した
い。
８．まとめ
　遊ぶ道具によって子供は遊びを自由に展開する。遊ぶ道
具を提供された子供達は道具の多様な可能性を引きだし、
空間を想像し、お話しをつむぎだしている。そして次の世
代に繋がっていくのである。
　継がれた命の先に建築と都市の形ができあがる。空間認
識がより豊かであるように、想像力を働かせ、大いに遊ん
で夢中になってほしい。これが「まだ見ぬ君への贈りもの」
である。
